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同時に指標作成を行い，2015 年 3 月に内閣府に報告を行っている （3）。
3．企業における女性の働きやすさに関するアンケート結果
このアンケートの調査時期は 2014 年 12 月中旬から 2015 年 1 月中旬である。調査対象はA
市内の「事業所内公正採用・人権啓発推進事業所訪問を実施している企業」113 社である。こ









調査対象企業の業種は，製造業 35 社 36.5％，サービス業 16 社 16.7％，建設業 11 社 11.5％
の順である。












欠損値 無回答 3 3.1
合計 96 100.0
正規雇用人数の平均値は 39.3 名，パート人数の平均値は 19.3 名であり，調査対象企業は市
















有　効 94 93 93 94 78 76 92 57
欠損値 2 3 3 2 18 20 4 39
平均値 39.3 19.3 33.4 23.4 15.0 13.2 61.1 61.1
中央値 21.0 7.0 18.0 13.0 14.0 11.2 60.0 80.0
最小値 3 0 1 0 2.0 .0 55 0






3），社則の周知（問 4），労働基準法の表記（問 5）については 80％前後の企業があるとし，
その周知を行っている。逆に言えば，20%前後の企業は行っていないことになる。また病気
の長期休暇制度（問 8）や仕事の悩みの相談窓口（問 10）はあると答えた企業は多いが，その



























































欠損値 無回答 69 71.9
合計 96 100.0
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18）は 88 社（91.7％）にあり，パートにも有給休暇がある企業（問 19）は 76 社（79.2％）であっ
た。ケース別に有給休暇を取得できるか（問 20）については，冠婚葬祭 94.8％，自分の病気
93.8％，家族の病気 95.4％，研修・勉強会の参加 87.6％，地域（自治会）活動 91.7％，学校の
行事 92.8％，旅行 90.6％といずれもほとんどの企業が取得できると回答している。残業（問
21）については，86 社（89.6％）があると回答，残業がある企業の平均残業時間（問 22）は 1.6














度数 9 2 3 0 14
行の% 64.3% 14.3% 21.4% 0.0% 100.0%
どちらかと言えば
その日の内に
度数 5 22 12 2 41
行の% 12.2% 53.7% 29.3% 4.9% 100.0%
どちらかと言えば
次の日に
度数 7 9 11 2 29
行の% 24.1% 31.0% 37.9% 6.9% 100.0%
次の日に
度数 0 1 1 5 7
行の% 0.0% 14.3% 14.3% 71.4% 100.0%
合計
度数 21 34 27 9 91








































問 31 来客時のお茶出し 度数 パーセント


















いについて質問を行った。出産休暇制度がある企業（問 37）は 92 社 95.8％，育児休暇制度が



























聞いて方針を決定している企業（問 56）は 70 社 72.9％，方針決定の場に女性がいるか（問




































  2015 年 4 月 30 日受理

